
今月のトップニュース センター長の 「目指せ！市民活動日本一」 その８５ 

～「住民自治組織の加入率の低下や担い手不足」に参加して～ 

令和元年12月22日（日） 

講師水津洋子氏（地域活性化・まちづくりコンサルタント）の講演は 

まさに現場を知り尽くしたものであり、随所にヒントが盛り込まれていた。  

①社会の意識やニーズの変化  

②若者や新しい人が参加しない理由  

③これからの自治会・町内会運営のポイント  

④担い手の獲得に不可欠なマインド  

からスタートし 最後は運営の近代化だった。 

もっともだと感じた。深刻な問題は、多くの世話人は７０歳世代。組織が育成計画を策定し、自分は会社の方針と目

標達成に向け、ひたすら忠誠を尽くしただけの不器用な男たちなのである。定年も制度化され、ほとんどの者は組織

が役割と任期を定めてくれた。我々は努力を楽しんだ。 

しかし、定年後の組織活動は自分で後継者を育成しなければ、自分は卒業できない。 

老化に逆らって、活性化すればするほど組織を充実し、権限移譲を進めな

いと身がもたない。 

住民自治組織の近代化はむしろ、組織の充実と後継者の育成にあり、若者

ニーズをいかに組織に取り入れ、高齢化した役員の交代をいかにスムーズ

に実現し、時代にマッチしたものに再生させることにあるのかなぁ～と感じ

た。 

町のリーダーとして多岐、多彩な役割を持ち元気に活躍するその場の質問

者・・・実は本人も後継者に引き継ぐことができない毎日を過ごしているのだ

と感じた。 
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  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １３９ 団体 

  当センター登録会員数   ６，７９７人 

  １２月月来館者数          １，９２４人 

  １２月印刷機利用枚数 １２，７４８枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
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          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

２０２０年２月号 

りゅうがさき市民活動フェアinサプラ2020 の第1回実行委員会が開催されました 

２月２２日（土）・２３日（日）にショッピングセンターサプラで開催される市民活

動フェアの実行委員会を開催。 

今回の狙いは、龍ケ崎市の課題でもある「知名度向上」や「定住促進」も視野

に入れ、龍ケ崎の魅力をこの活動を通してさらに充実した発信ができることを

期待し  

①大学、高校、小・中学校 ②近隣地域との交流活動 ③協働事業、助成金

事業 ④コミュニティ推進課他の行政活動 ⑤「中間組織」市民活動センター

活動の実際について、具体的に市民に提供する場づくりを創作するとともに、

⑥聴覚障がい者向け現地広報サービス ⑦インターネットライブ生放送の発

信等、総力で市民活動の市民活動を発信し、更なる参加促進を期待するもの

です。(目指せ！市民活動日本一) 

本日、参加団体の確認とチラシの制作作業を開始しました。参加団体には来

月早々に必要部数を送付させていただきます。 
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市民活動センター運営事業の指定管理者を拝命している

ＮＰＯ茨城県南生活者ネットが運営する親睦会。 

通称、県南一を誇るコムハウス市民酒場。恒例の参加者

の活動報告は ①インバウンド事業 ②緑地公園推進  

③市民活動日本一 ④車購入のご縁 ⑤市民経済教室 

⑥ふるさと納税に竹細工が採用 ⑦元ライダ－ ⑧石蔵

フードコート ⑨ドイツで実用新案取得 ⑩住民自治組織

の事業紹介 ⑪機関車協議会のはなし ⑫龍ケ崎エジソン

の育成 ⑬駅前通りでＤＹＥ教室開設 ⑭全国地震動予測

地図 ・・・工学博士が２名も入ると活動報告もハイレベル。 

・・・それにしても４時から仕込んだという「博多風の醤油味

牛もつ鍋」と「インターナショナル・ワイン＆スピリッツコンペ

ティション」焼酎の部で最高賞を受賞した鹿児島県濱田酒

造の本格焼酎「だいやめ」を試飲。ライチに似た華やかな

香りをストレートで飲酒・・いつもの相棒と二人。 

おしゃべりしながらの帰路。これが適当な夜の運動となる

ので健康にも実にいい。 

竜ヶ崎駅前で活躍するＮＰＯ法人が開催するおしゃべりサ

ロン。毎週火曜日１５人程度が食事をしながらその日の団

らんを楽しんでいる。国が求めている居場所の提供策の

事例に該当すると思う。 

食事代は３００円。安い食事を提供し、気の合った仲間同

士の団らんなのでこの程度が丁度いいとか。年末には焼

肉大盛の献立で残りを持ち帰る会員もいた。このような活

動を市民協働で進めるべきなのかを思案しているところで

ある。 

私はこのような施設はもっとたくさんあっていいと思う。皆

さんが楽しんでいるからである。ご近所の食堂の方達と、

どのようにして、共存していくかこそが最大の課題ではあ

るけれど・・まちづくりには一番大切なことと思う。 

龍ケ崎市シルバーリハビリ体操指導士会と、船橋シルバーリハ

ビリ体操指導士会との交流会が、市民活動センターで開催され

ました。 

船橋市は人口６４万人、龍ケ崎より遅れて１０年前に指導士会

を立ち上げ、現在は会員数６９２名。 

急速に膨れ上がった大集団が運営上のさまざまに問題の解決

に向けて、先人・人口８万の龍ケ崎との交流により、お互いに何

かを得ようとする活動だと感じた。 

意見交換の内容は①組織 ②活動状況 ③学習会の開催状況 

④新人指導士の育成状況 ⑤体操教室の開設方法 ⑥会場で

の体操指導の方法 ⑦指導士会への支援体制だった。  

相互の活動を比較しながら具体的に持ち味の確認と相互の課

題を確認するアクション・・・。 

これもまさに龍ケ崎の誇る「市民活動日本一」を支える出来事

だと思いました。 

シルバーリハビリ体操指導士会の交流会 （令和2年1月15日） 
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